
 

別紙２ 

 

事業所名 グループホーム六じょうや  

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 令和３年１０月２８日（木） 

参加者（今回は新型コロナ

ウイルスのため集まらず、

資料を配布した人数） 

議   題 

利用者      ０ 名 

利用者家族    ９ 名 

地域住民の代表者 ３ 名 

市職員      １ 名 

地域包括支援センター職員 １ 名 

見識者      ０ 名 

事業所      ０ 名 

１ 六じょうや基本理念・目指す場所 

２ 入居者情報 

３ 利用者の医療看護の状況 

４ 行事報告 実績写真添付 

５ 身体拘束廃止委員会 

６ 今後の事業計画 

会    議    録 

今回は新型コロナウイルスの感染拡大の危険があるため、室内で集まらずに資 

料をお渡しして回答を待つ形で行いました。 

 

２ 入居者要介護度の状況、平均年齢、平均介護度、年齢別介護度、面会者数

などについて前回との変化を報告しました。 

  

３ 入居者の医療看護の状況（R３．８．２６～R３．１０．２７の期間）を

報告しました。 

〔利用者の転帰状況〕 

 〔入居者の看護、介護の状況〕 

 〔利用者の健康教室開催状況〕講師矢萩看護師 

・９月   変異型コロナウイルスについて  

・１０月  気象病、点眼、便秘薬、水分補給について  

  入居者参加と職員参加で一緒に勉強しています。（別々に参加） 

  

４ 主な行事報告 

・９月２0日     敬老会 

・1０月１３日    運動会 

・毎週日曜      ほのぼの喫茶 

   

各行事の楽しさを説明し、写真を添付してご家族にも知って頂きました。 

 

 

５ 身体拘束廃止委員会 もしもシリーズ 



「もし、科学が進んで、どんな介護機器でも作れるとしたら、立ち上がった

り、 

ずり落ちたりしがちな人を車いすに縛り付けておくベルトのかわりにどんな 

物があったらいいと思いますか？」 

（瀬戸市職員） 

 車いすからのずり落ちは車いすが体にあっていないため、姿勢が崩れてしま 

うことが原因だと思われます。利用する際にその場で座面と背もたれの形状 

を測定し、利用者が最も快適に過ごせる形状を提案してくれる車椅子がある 

といいのではと思いました。 

（職員） 

 ・不安定に立ち上がったり、歩行しようとするときは、支えのマシーンにな

り、一緒に動いてくれて、転倒しそうになったら、座れるように椅子に変

身するような、寄り添いロボット車椅子があったらいいなあと思います。 

（その他の意見） 

  特になし 

 

６ 今後の事業計画 

・今期を振り返って 

・設備等の整備について 

 ・職員の定着について 

 ・今後の主な行事について 

   11月 17日 紅葉ドライブ 

  ・入居者状況 

  

 ・次回運営推進会議 ２０２１年１２月２３日（木） 

（新型コロナウイルスにより集会が無理な場合は資料をお届けし、ご意見を

お待ちしています）。 

 


